
区内の各作業所等をネットワーク化し、作業受注先の開拓、共同受注などを進めるため、平成２０年
にスタートした「作業所等経営ネットワーク支援事業」が基になっています。この事業の『柱』のひ
とつである各作業所で製作されている「自主製品」の『高付加価値化』をとおして、区内の作業所の
工賃（給料）向上を目指し様々なことを検討、実行していくプロジェクトとして、作業所などの福祉
事業所、台東区障害者就労支援室、台東区障害福祉課をメンバーとして活動しています。

 

プロジェクト ・ パワーアップたいとう
令和元年 （2019）　第１号

台東区内の障害がある方たちが働く作業所の、 工賃 （給料） アップを目指して様々

な支援 ・活動をおこなうプロジェクトです

台東区内の障害がある方たちが働く作業所の、 工賃 （給料） アップを目指して様々

な支援 ・活動をおこなうプロジェクトです

 

台東区障害福祉課は、令和元年度から「福祉作業所等工賃向上支援事業」として、自主製品を
製作する福祉作業所等に対する「経営コンサルタント」の派遣や、工賃向上講習会の開催など
を行い、　　　の活動を支援しています。

 

（プロジェクト・パワーアップたいとう）とは・・・・

◆イメージ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト・パワーアップたいとう 

・仕事の受注先開拓 

・共同受注 など 

 

・自主製品の高付加価値化の検討 

・工賃向上に関する検討 など 

 

・経営コンサルタントの派遣 

・デザイナー等による自主製品の高付加価値化支援 

・工賃向上講習会の開催 など 

 
福祉作業所等工賃向上支援事業 

・共用作業スペースの検討・活用など 

作業所等経営ネットワーク支援事業 ＰＵＴ会議 



平成３０年度・令和元年度　　　　　の主な活動・今後の予定

 

　　　　通信　令和元年度　第１号
〈文　　責〉プロジェクト・パワーアップたいとう事務局
〈発　　行〉台東区役所　福祉部　障害福祉課
〈問合せ先〉台東区役所　福祉部　障害福祉課
　〒110-8615　東京都台東区東上野 4-5-6
　電話　03-5246-1206　ＦＡＸ　03-5246-1179

 

平成31年３月８日 ・ ９日上野マルイ　コラボ販売会上野マルイ　コラボ販売会

平成６年に法人が設立され、台東区役所での展示即売など、様々な機会をとおして『つばさ』の

活動をアピールしてきました。今回は【上野マルイ】という大きな場所で、平成 28 年に開設した

「すてっぷ　つばさ」の自主製品である「革製品」を中心に、つばさ福祉工房の「さをり織り」を

出展させて頂きました。今回の上野マルイ出展にあわせ、お客様に歩みを停めて頂けるよう、ディ

スプレイの方法を研究し、活動を知っていただくチラシなどを作成して臨みました。２日間にわ

たり多くの方に活動・商品を知っていただける機会となりましたが、多くの反省点・課題もあり

ました。次回、この様な機会に恵まれた際には、個々の商品のクオリティーを高めることは無論

のこと、お客様から魅力ある商品として、手に取っていただき、選んで頂ける様にしていきます。

今回の出店に際して、ご尽力頂きました皆様ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人　台東つばさ福祉会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すてっぷ　つばさ　　橋本　恵美

時期 内容 

３月８日・９日 上野マルイ コラボ販売会 実施 

７月 「福祉作業所等工賃向上支援」事業開始 

９月～ 中小企業診断士による、福祉作業所等への経営コンサルティング 

開始（令和元年度は２事業所が対象） 

９月１３日 第１回工賃向上講習会 開催 

「つなぐ台東のクッキーはこうして生まれた」 

 講師：松本 澄子 氏 

１０月以降 デザイナー・クリエイターによる、自主製品の 

パッケージ等のデザイン支援 開始予定 

１０月以降 旧柳北小学校１階を共用作業スペースとして活用開始予定 

（令和２年度末まで） 

１２月頃 第２回工賃向上講習会 開催予定 

２～３月頃 第３回工賃向上講習会 開催予定 

３月頃 自主製品販売会 開催に向けて調整中 

 

特定非営利活動法人つなぐ台東では、台東区内にある 4 事業所で自主製品の販売を行っておりま

す。地域に根づき、多くの方にご利用いただいている、たいとう第三福祉作業所のクッキーをは

じめ、それぞれの事業所で特色のある自主製品のパン・アートグッツ・張子等も順調に取り組ん

できました。今回初めて一般の大手店舗での販売を経験し、私共の自主生産品（製造・販売）を

スキルアップさせていくことが出来ました。商品のクオリティーはもちろん、販売レイアウトや

包装等、私共の課題を見つける事にもつながっています。今後も純粋に商品価値を認められるこ

とを主眼して、需要のある商品開発を行い、商品の包装や販売時の陳列方法等の再検討を考えて

いきます。地域の皆様に愛されることはもちろん、さらに視野を広げ私共の商品に興味を持ち購

入していただく方が増えるよう取り組んでまいりますので、よろしくお願いします。

特定非営利活動法人　つなぐ台東
たいとう第四福祉作業所　

管理者　風間　祥光
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